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令和４年度 教育活動アンケートのまとめ 

 

 早春の候、保護者の皆様におかれましては、益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。

また、日頃より本校の教育活動へのご理解・ご協力をいただき、ありがとうございます。 

 さて、昨年１２月と今年２月に保護者や児童、地域の皆様を対象に実施した学校アンケ

ートの集計ができましたので、下記のとおり報告いたします。お忙しい中、ご協力をいた

だきありがとうございました。 

 今後も、保護者や地域の皆様と連携を深めながら、子どもたちを健やかに育んでいきた

いと考えます。教職員一同、力を合わせて令和５年度の学校運営の充実を目指してまいり

ます。 

記 

 

１ 保護者アンケートの結果から 

 〇肯定的な評価の平均が 91.0％、昨年度と比較してすべての項目で肯定的評価の割合が 

上がり、平均で 13ポイント上昇という結果であった。特に「家庭は、ＰＴＡ活動等に 

進んで参加するように努めているか」の評価は 23ポイントと大きく上がった。 

〇コロナ禍が落ち着きつつあり、２年間学校での様子を見る機会が少なかった保護者が、 

少しずつ学校に足を運ぶ機会が増え、感じたことが評価に繋がっていると考えられる。 

 〇挨拶やコミュニケーションの項目は保護者のアンケートでは課題として挙げられてい 

るが児童の自己評価は高い。意識に差が見られる。 

〇通学路については、学校と保護者、地域が協力して安全確保に努めていく必要がある。 

２ 児童のアンケートの結果から 

 〇「そうじや係の仕事をしっかりやっていますか」と「みんなと仲良く」の２項目につ 

いて 99.4％が肯定的に回答している。昨年度もこの２項目については児童の中で一番 

自己評価が高い項目であった。クラスや委員会等で仕事を担い、できた時に児童同士 

や教職員・保護者から褒められ、認められていること。全校遠足やゲーム集会、掃除 

等による縦割り活動を始めとした異学年交流。これらが高評価の要因の１つと言える 

のではないか。 

 〇「学校は楽しいですか」の項目については「とてもそう思う」と「まあまあそう思う」 

と合わせると 98％を超えている。児童の学校生活が充実していることがうかがえる。 

ただし、残り 2%の児童にとっても学校が楽しい場となるように努めなければならない。 

３ 地域の方からの評価 

 〇肯定的な評価の平均が 93.1%であった。昨年度と比較すると学校に足を運んでいただ 

ける機会が増えたことや HPの充実などが評価につながったと考えられる。今後も、 

工夫しながら開かれた学校を目指していく。 

〇課題として挙げられる項目は「学校の施設・設備の安全と清掃・整備管理」と「家庭 

の行事・PTA活動への参加」についてであり、学校及び PTAと地域との連携が重要で 

ある。 

 

 ※学校ホームページに調査結果を掲載しますので、ご覧ください。 


